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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公表番号】特表2005-519173(P2005-519173A)
【公表日】平成17年6月30日(2005.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2005-025
【出願番号】特願2003-574694(P2003-574694)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/654    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   4/654   　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/00    ５１０　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）マグネシウムハライドまたはその前駆体を含む固形支持体、１以上の１，３－ジエ
ーテル及びチタン化合物を含有する液相を接触させてスラリーを得、次いで、
　ｂ）ジエーテルベース触媒成分を単離させるために、得られたスラリーを固／液分離工
程に付す、ここで、
　工程ｂ）は、０．７～２．０リットル／（分・Ｋｇ）からなる、固／液分離速度と最終
分離固体量の割合で濾過により行う、
ジエーテルベース触媒成分の製造方法。
【請求項２】
　濾過器が１以上のフィルター単位を備えた容器であり、開口部が１～２００μｍであり
、そしてフィルターにかかる差圧が５０～１０００Ｋpａである請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　濾過器が、ナッチェフィルターと遠心放出フィルターから選択される請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　工程ａ）を濾過器の上流に位置する反応器中で行う請求項１～３のいずれかに記載の方
法。
【請求項５】
　工程ａ）とｂ）の両方を濾過器中で行う請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　工程ａ）で、Ｔｉ化合物を含有する液相の最初の温度が－２０℃から２５℃であり、８
０℃から１３５℃の値まで徐々に上昇させる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　Ｍｇ／1,3－ジエーテルのモル比が、０．５と５０の間である請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　工程ａ）と工程ｂ）を逐次何度も繰り返し、最後に分離固形成分を炭化水素またはハロ
ゲン化炭化水素から選択した溶媒で洗浄する請求項１に記載の方法。
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【請求項９】
　工程ａ）で供給されるチタン化合物が、ＴｉＣｌ４, ＴｉＣｌ３および式Ｔｉ(ＯＲ)n-
yＸy(式中、ｎはチタンの原子価、ｙは１とｎ－１の間の数、Ｘはハロゲン、Ｒは１から
１０までの炭素原子を有する炭化水素基である)のＴｉ－ハロアルコラートから選択され
る請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　チタン化合物が、ＴｉＣｌ４である請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　工程ａ）で供給される固形支持体が、マグネシウムハライドまたは塩化剤と反応してＭ
ｇＣｌ2を生じさせ得るＭｇ化合物である請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　固形支持体が、式ＭｇＣｌ2・pＲＯＨ（式中、pは０．１と６の間の数、Ｒは１～１８
の炭素原子を有する炭化水素基である）の球状付加物である請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　固形支持体が、ＭｇＣｌ２／エタノール付加物である請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　工程ａ）で供給される1,3－ジエーテルが、式（Ｉ）：
【化１】

（式中、ＲIとＲIIは水素または線状もしくは分枝状Ｃ1～Ｃ18炭化水素基であり、これら
の基は１以上の環状構造も形成できる、但し、ＲIとＲIIが同時に水素でありえない；互
いに同一または異なるＲIII基は、水素またはＣ1～Ｃ18炭化水素基であり；ＲIV基は互い
に同一または異なり、水素であり得ないことを除くとＲIIIと同一意味であり；ＲI～ＲIV

基の各々はハロゲン、Ｎ，Ｏ，ＳおよびＳｉから選択された異原子を含有できる）
を有する請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　1,3－ジエーテルが、式
【化２】
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（式中、ＲVIは同一または異なって、水素；ハロゲン（好ましくはＣｌとＦ）；線状また
は分枝状のＣ1～Ｃ20アルキル基、Ｃ3～Ｃ20シクロアルキル、Ｃ6～Ｃ20アリール、Ｃ7～
Ｃ20アルキルアリールとＣ7～Ｃ20アラルキル基、これらの基は任意にＮ，Ｏ，Ｓ，Ｐ，
Ｓｉとハロゲン（炭素または水素原子または両方の置換基として、特にＣｌとＦ）からな
る群より選択された１以上の異原子を含んでもよい）
の化合物である請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　1,3－ジエーテルが、9,9－ビス(メトキシメチル）フルオレン；9,9－ビス(メトキシメ
チル)－2,3,6,7－テトラメチルフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)－2,3,4,5,　6,7
－ヘキサフルオロフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)－2,3－ベンゾフルオレン；9,
9－ビス(メトキシメチル)－2,3,6,7－ジベンゾフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)
－2,7－ジイソプロピルフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)－1,8－ジクロロフルオ
レン；9,9－ビス(メトキシメチル)－2,7－ジシクロペンチルフルオレン；9,9－ビス(メト
キシメチル)－1,8－ジフルオロフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)－1,2,3,4,－テ
トラヒドロフルオレン；9,9－ビス(メトキシメチル)1,2,3,4,5,6,7,8－オクタヒドロフル
オレン；9,9－ビス(メトキシメチル)－4－tert－ブチルフルオレンから選択される請求項
１５に記載の方法。
【請求項１７】
　式ＣＨ2＝ＣＨＲ（式中、Ｒは水素または１～１２までの炭素原子を有するアルキル、
シクロアルキル、アリール、アリールアルキルまたはアルキルアリール基である）のα－
オレフィンの、請求項１～１６のいずれかに記載の方法によって得られた固形触媒成分か
らなる触媒系の存在下で行う単独重合または共重合方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　　【００１０】
　従って、本発明の目的は、
　ａ）マグネシウムハライドまたはその前駆体を含む固形支持体、１以上の1,3－ジエー
テル及びチタン化合物を含有する液相を接触させてスラリーを得、かつ
　ｂ）ジエーテルベース触媒成分を単離させるため、得られたスラリーを固形／液体分離
工程に付し、
　工程ｂ）は固／液分離速度と最終分離固体量の割合が０．５リットル／（分・Ｋｇ）以
上でなければならず、好ましくは０．７～２リットル/（分・Ｋｇ）の範囲であることを
特徴とするジエーテルベース触媒成分の製造方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　工程ａ）中に供給される1,3－ジエーテルは、無水マグネシウムクロライドとＴｉＣｌ4

に対して特異な反応特性を示す。特に、これらエーテルは、ＭｇＣｌ2１００ｇあたり６
０ミリモル以下の量で活性無水マグネシウムジクロライドを用いて錯体を形成でき、５０
％以下のモルでＴｉＣｌ4と置換反応する。これらには式（Ｉ）：
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【化１】

（式中、ＲIとＲIIは水素または線状もしくは分枝状Ｃ1～Ｃ18炭化水素基であり、これら
の基は１以上の環状構造も形成できる、但し、ＲIとＲIIが同時に水素でありえない；互
いに同一または異なるＲIII基は、水素またはＣ1～Ｃ18炭化水素基であり；ＲIV基は互い
に同一または異なり、水素であり得ないことを除くとＲIIIと同一意味であり；ＲI～ＲIV

基の各々はハロゲン、Ｎ，Ｏ，ＳおよびＳｉから選択された異原子を含有できる。）
がある。
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